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１．はじめに

　世界最大級の金融サービス機関プルデンシャ

ル・ファイナンシャル・インクの資産運用ビジネ

スの中核を担うPGIMインク（以下、PGIM）は、

もともとは保険会社の一部門だったが、15年に

わたる変遷を経てグローバルで効率的な資産運用

会社に進化した。私が紹介するのはいわばケース

スタディーであり、大きな金融機関の一部門がい

かにして効率的な運用会社に変容したかである。

当社がコアビジネスを拡大していった過程は、皆

さまの参考になることも多いと思う。

２．�運用会社のコアはプロフェッショ
ナル・パートナーシップ

　運用戦略やマーケティング等も重要であるが、

私が考えるに運用会社にとって最も重要なものは

人材とカルチャー（企業文化）である。人材とカ

ルチャーがしっかりしていれば、運用戦略は確実

に実行される。しかし、適切な人材を得られずカ

ルチャーに問題があれば、運用戦略を着実に実行

できないだろう。

　そして、本日お話ししたいことは、驚くほどシ

ンプルであるが極めて複雑なことである。それは、

１．はじめに
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